
【STAFF】
［構成・演出］ 水木英昭 　［脚本］ 水木英昭・おおたけこういち（劇団SET） 　［音楽］ 高木茂治 　［振付］ 長岡美紅 　［映像協力］ 新上博巳（ACファクトリー）　［照明］ 葛生英之（kiesselbach） 　［音響］ 権藤まどか
［美術］ 升平香織 　［大道具製作］ 大河原敦 　［小道具］ 髙出裕介（高津装飾美術） 　［演出助手］ 河原田巧也 　［舞台監督助手］ 石井有彩 　［舞台監督］ 大河原敦
［広告デザイン］ 若松尚（CAMEL D.F.） 　［パンフレット・舞台写真］ 友澤綾乃
［協力］ オフィスまとば、アスリート･マーケティング、アンジェラプラスアイ、MORADO、若林裕司（マイタウンネットワーク）、三本雅子、谷村佳苗　他
［DVD製作］ 城戸健彰（MIT GATHERING）・長瀬卓 　［制作協力］ 島崎翼 　［制作］ 原育美（水木英昭プロデュース）

w w w . m i z u - p r o . c o m●企画製作・お問い合わせ：水木英昭プロデュース　mi zu - p r o@m i z u - p r o . c om

～♪コロナに負けるな歌合戦♬～

MIZU PRO紀伊國屋
♬歌フェス2021冬♪
津田英佑の30年の歴史とともに時を追いかけ、

出演者が歌う懐メロヒストリー 
いまだかつて見た事のないカップリングソングが実現する

一度きりのメモリアルイベント！ 

手に汗にぎる、笑いです。
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※開場は開演の30分前です。
※未就学児童のご入場はご遠慮いた
だいております。
※撮影の為、場内にカメラが入る場合
がございます。公式ページにてご確認
ください。
※車いすでご来場予定の方は、チケッ
トご購入後お早めに水木英昭プロ
デュースまでご連絡ください。

●料金〔全席指定・税込〕
【スペシャルシート】9,800円
  〈前方エリア・オリジナルグッズ（非売品）付き〉
※スペシャルシートの取扱いは先行・前売販売のみとなっております。
 （一部取り扱い）
※特典の引き換えは劇場ロビー所定の場所にて行います。

【レギュラーシート】前売：7,500円　当日：8,000円

●チケット取扱い《一般発売：2021年10月30日㈯》
［水木英昭プロデュース］https://www.mizu-pro.com
［チケットぴあ］https:// t .p ia . jp/（PC・携帯）
　○電話受付：0570-02-9999（24時間受付／Pコード入力）

〈Pコード：509- 265〉
　○店頭：セブン-イレブン
［ゲッティ・カンフェティ］https://confetti-web.com（PC・携帯）
［イープラス  eplus.jp］https://eplus. jp/

（スマートフォン・PC・Famiポート）
［ローソンチケット］https://l-tike.com/〈Ｌコード35641〉
　○ローソンおよびミニストップ店頭：Loppi 直接購入（24時間受付）
［キノチケットカウンター］店頭販売 10:00～18:30

　  （新宿駅東口・紀伊國屋書店新宿本店5F）
［キノチケオンライン］

https://store.kinokuniya.co.jp/ticket/

2021年12月1日㈬～5日㈰
会場：紀伊國屋ホール

◎日時：2021年12月3日㈮  19:00  ※開場は開演の30分前です。
◎料金〔全席指定・税込〕
【スペシャルシート】9,800円 〈前方エリア・特別イベントオリジナルグッズ（非売品）付き〉
※スペシャルシートの取扱いは先行・前売販売のみとなっております。
※特別イベントスペシャルシート特典は、公演スペシャルシート特典とは別のオリジナルグッズです。
※特典の引き換えは劇場ロビー所定の場所にて行います。
【レギュラーシート】前売：7,500円　当日：8,000円
◎一般発売：2021年11月13日㈯ 10:00～（水木英昭プロデュース、チケット
ぴあ、キノチケット） ※一般発売に先駆けて、先行予約有り

＊イベント入場に年齢制限はありませんが、お一人につき１枚チケットのご購入が必要です。＊

【出演】

津田英佑

新垣里沙
菅原ブリタニー
河原田巧也

ニコラス・エドワーズ

原育美
大橋ヒカル

山田邦子

　 日替わりゲスト有り

水木英昭プロデュースvol.26　紀伊國屋書店提携公演
Entertainment Human Comedy！

東京都新宿区新宿3-17- 7 紀伊國屋書店新宿本店4F  TEL : 03 - 3354 - 0141

特別イベント開催

奴との出会いは衝撃だった。 
さほど大きな出来事のなかった歳の年末、とある忘年会へ遅れていった
時の事だ。妙に細長いカラオケルームの先端ステージから聞こえてくるの
は「仮面舞踏会」、歯切れのいい伸びやかな声が飛び込んできた。この曲
にしては異常な程響き渡るビブラート、そして目を凝らしてみるとその
「奴」は少年隊三人のパートを見事に歌い分け、そして驚く事に一人きり
で三人分の振りを完璧に、いやそれどころか本家を越える勢いで舞い
ちらかしていた。 
のたうち回る程笑ったのを覚えている。俺はすぐさま皆を掻き分け奴の
元へ行き、俺と友達になってくれと伝えたのだった。 
そして 9カ月後の2005年 9 月「眠れぬ夜のホンキートンクブルース」
水木英昭プロデュース第1作目の主役となり奴は舞台に立っていた。 
あれから17年か… そんな奴がとうとう芸能生活30周年を迎えるという。 
ならば散々歌いちらかして貰おうではないか、思う存分。 
いつかは紀伊國屋ホールで試みたかったスタイル。「眠れぬ夜のライブ
ストーリー」楽しんで頂けたら幸いです。 

水木英昭プロデュース主宰  水木英昭

ニコラス・エドワーズ 原育美 大橋ヒカル 山田邦子

津田英佑 新垣里沙 菅原ブリタニー 河原田巧也

特別イベント
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